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ハジメテ先生

学級担任。来月から外国につながりを
もつ子どもが学級に編入してくる。

ケイケン先生

学級担任。学級に外国につながりを
もつ子どもが在籍している。

ニホンゴ先生

日本語教室担当教員。４月から外国に
つながりをもつ子どもの日本語学習や
教科学習の指導を担当している。



あ る 年 の 夏 休 み 中 の 会 話

今度、私の学級に外国からの編入生が来るんですよ。
どんな子かなあ。
ケイケン先生の学級には外国につながりをもつ子ども
がいますよね。どんなふうにしているんですか？
何かサポートのコツってありますか？

私たちもわかっていないことが多いんですね。新しく
来る子どもが、この学校で楽しく過ごせるといいんだ
けど、私たちにできることって何でしょうねえ？

そうですか…。日本語でコミュニケーションできるように
なれば大丈夫かなって思ってたけど…。うちに来る子ども
は日本語も初めて勉強するし、日本語で教科も勉強しなく
ちゃいけないから大変だなあ。どうやってサポートしたら
いいんでしょうね。ニホンゴ先生、どうしましょう？

その子は日本語で会話できるので、私は特別なサポートは
していないんだけど、でも、授業がわからないのかなって
思うときがあるんですよ。何か、もっと私にできることが
あるんじゃないかなあって…。

「３人寄れば…」ですよ、一緒に考えていきましょう。
あ、そういえば、こんな冊子、もらったんですけど…。

実は私も悩んでいて…。一人ひとりに合ったサポートって
何だろう、日本語教室でできることって何だろうって…。



わあ！「はじめに」からスタートして、４つの島がありますね！
どこから行きましょうか？
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本 書 の 構 成

　本書は、伊勢崎市の先生が、多様な言語文化背景をもつ児童生徒が学ぶ伊勢崎市の強み
を活かした学校・学級づくりや、指導のヒントを得られることを目指して作成されました。

　本書は、I ～Ⅳの４つの章で構成されています。どの章から読み始めてもかまいません。
それぞれの章は、以下の３つのパートに分かれています。たとえば各章の「一歩ふみ出す
先生へ」だけを読み進めていくこともできます。

一歩ふみ出す先生へ
　このパートは、多様な言語文化背景をもつ児童生徒の在籍学級での学習指導について考
えたい、一歩ふみ出したいという先生方を対象としています。在籍学級でまず始めること、
日本語や母語について知っておきたいこと等、基本的なことが書かれています。

もっと深めたい先生へ
　このパートは、多様な言語文化背景をもつ児童生徒や日本語学習中の子どもへの指導の
経験をもち、その方法をレベルアップさせたいと考えている先生方を対象としています。

「一歩ふみ出す先生へ」の内容をふまえ、自ら授業や活動を創造し、実践するためのヒン
トになることが書かれています。

さらに極めたい先生へ
　このパートは、より幅広い視点から活動の工夫を考えている先生や、様々な関係者とつ
ながりながら支援を考えていきたい先生を対象としています。「一歩ふみ出す先生へ」「もっ
と深めたい先生へ」の内容をさらに発展させ、多様な子どもを包摂した学びについて考え
ていくための手がかりとなることが書かれています。

※本冊子では、特にことわりがなく「子ども」と書かれている場合は、外国につながりをもつ子どもを指しています。

参考資料

伊勢崎市教育研究所「つながる・ひろがる ISESAKI ステップ」
　https://www.city.isesaki.lg.jp/material/files/group/77/2020isesakistep.pdf
群馬県教育委員会「ぐんまの外国につながる子供たちの学び応援サイト ハーモニー」
　https://www.pref.gunma.jp/site/harmony/
文部科学省「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA」
　https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm



　伊勢崎市は群馬県の中でも外国人住民が多い地域です。市内の小中学校には様々な国や
地域につながりをもつ子どもたちが多く在籍しており、豊かな言語・文化に触れる機会に
恵まれています。

　様々な言語文化背景をもつ人々、様々な考え方や価値観をもつ人々とともに構成される
学校がもつ「強み」とは何でしょうか？

　普段よく外国につながりをもつ子どもたちに接している市内の学校の先生方からはこの
ような考えが挙げられました。

　社会には多くの言語や文化があること、多様な考え方や価値観で成り立っていることが
自然に受け入れられるこの環境は、伊勢崎市の大きな「強み」と言えます。誰もがこの環
境を享受でき、よりよい未来を創り出していけるように、そして一人ひとりがもっている
ことばや文化を「貴重な資本」とできるように、伊勢崎市の「強み」を活かした学校教育
をみんなで一緒に考えていきましょう。

　伊勢崎市は多言語・多文化が強み！

いろいろな国や地域の子どもたちと日常的に接していると…

　子ども自身の世界が広がる
　子どもがオープン・マインドになる
　「いろいろな国や地域を知りたい」｢行ってみたい」というきっかけになる
　新しい言語や文化に興味が広がる
　コミュニケーションの仕方が広がる
　「違っているのは当たり前」と、お互いに違いを受け入れられるようになる

はじめに

そうそう、子どもたちの興味も広がりますよね！

なるほど、
なるほど



　伊勢崎市の子どもたちは、小学校から外国語として英語を学びます。外国につながりを
もつ子どもたちは、自分たちの母語の他に第二言語である日本語も身につけ、日本語で学
習に参加します。このように子どもたちは誰もが複数のことばを学んでいます。では、複
数のことばを学ぶことによって、どのような力が育成されていくのでしょうか。

　例えば、皆さんが外国語で誰かとコミュニケーションをする時のことを思い出してみて
ください。「一番得意ではないことば」を使うときは、このようなことをしていませんか？

　〇　相手のことばを注意深く聞いて、相手の思いを何とか理解しようとする
　〇　自分がもっている知識を総動員して、相手に自分の思いを何とか伝えようとする

　このような「相手の言っていることをよく理解しよう」「自分の思いをわかりやすく伝
えよう」という活動を繰り返し行うことで、そのことばを使えるようになるだけではなく、

「相手の立場」「自分とは異なる立場」からの見方や考え方も意識され、身についていきま
す。

　つまり、「新しいことばを学ぶ」という学習活動を通して、以下のことが期待されます。

　〇　ものごとを捉える視野が広がる
　〇　思考の仕方が多角化される
　〇　より豊かな考え方ができるようになる

　「複数のことばを学ぶ」ということは、新しい語彙や文法の知識量を増やし、運用力を
高めるだけではなく、相手とのつながりのなかで自分の認識を広げることでもあります。
母語以外のことばを学ぶこと、自分の中に複数のことばの力を育てていくことは、大きな
意義があるのです。

　外国につながりをもつ子どもが「日本語を学ぶこと」も同様の意義があります。単に「日
本で生活できるように」「日本語で勉強ができるように」することのみを目的にするので
はなく、「母語も日本語も身につけることで、その子ども自身の世界を広げられるように」
と考えていきましょう。

　複数のことばを学ぶ意義





Ⅰ 子どもが学ぶための環境づくり

初めて日本に来る子どもは、突然日本語
ばかりの環境になって、不安ですよね。

在籍学級でみんなと一緒に楽しく学ぶために、
私たちは何ができるでしょうか？

在籍学級で自分らしくいられるように、
日本語教室でもサポートしたいんですよね。

うちのクラスの外国につながりをもつ子どもは、
学級では静かなんです。日本語教室ではたくさん
話して、よく勉強しているみたいですけど…。
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初めて来た子どもが安心できる環境づくり
　初めて学校に来たとき、先生たちから学校のルール、持ち物、勉強する内容の説明など
を聞いて、それだけで子どもは頭がいっぱいになってしまうかもしれません。まずは子ど
もが「この学校、この学級ならやっていけそう！」と感じられるようにしていきましょう。

１．子どもの緊張や不安を和らげる
　子どもが自分の母語以外を使って、慣れない環境で学習活動に取り組むときは、緊張や
不安などの心理的な負担がかかります。このような負担が大きいと、学習内容の理解や言
語の習得がスムーズにいかないこともあります。反対に、子どもが安心し、リラックスし
て取り組める環境が整っているときは学びやすくなります。

２．「在籍学級の一員であること」を意識する
　子どもの日本語の習得状況に応じて、日本語教室で指導が受けられる場合があります。
日本語教室では、子どもの状況に合わせた指導ができるというメリットもありますが、そ
の間、子どもは在籍学級の学習内容や活動とは離れてしまい、学級の子どもたちと共有で
きることが少なくなってしまいます。在籍学級では「子どもが学級の一員であること」「こ
の学級が子どもの居場所であること」を意識して、みんなと一緒に活動できる機会を作り
ましょう。

３．子どもたち同士の関係性構築を大切にする
　子どもは、周囲の他の子どもたちと接しながら、また学級でしていることを見たり聞い
たりしながら多くのことを学んでいます。一人ではなかなか難しいことも、友達のちょっ
とした手助けがあればできることもあります。誰か困っている子どもや手助けが必要な子
どもがいたら支えよう、助けようという学級の雰囲気づくりが大切になります。
　また、中学校では部活動への参加もよいきっかけになります。得意なスポーツや、好き
な活動など、何か「共通のこと」をきっかけとして仲間と一緒に取り組むと、友人関係が
広がり、その過程で日本語習得も進むことが期待されます。

一歩ふみ出す先生へ

自分が不安だと思っていたけど、きっと
子どもや保護者はもっと不安に感じていますよね。

Ⅰ 子どもが学ぶための環境づくり
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【学校全体での取り組みのアイデア】
アイデア１：初めて来た子どもに、先生が学校への歓迎の気持ちを表現する
　子どもを学校に迎え入れるとき（初来日の場合だけではなく、他から転入してきた場合
も）、校長先生をはじめ、先生たち自身で大歓迎の気持ちを表現してみましょう。
　例えば、先生が自動翻訳機を使って子どもの母語を調べ、「こんにちは」「はじめまして」

「私たちは、〇〇さんがこの学校に来てくれてとても嬉しいです」と言ってみましょう。
たどたどしくても自分で発音することで、先生たちの歓迎の気持ちは伝わります。

アイデア２：子どもとつながりのある国・地域の情報を掲示する
　学校にいる子どもたちに関連する国や地域の情報が一目でわかるような掲示を、誰もが
見やすい場所に示し、先生にも子どもたちにも共有されるようにします。外国につながり
をもつ子どもの情報だけではなく、支援助手の先生、ALTの先生に関連する国や地域な
ども含めると、さらに掲示の幅が広がり、世界の様々な国や地域とのつながりが、学校の
子どもたちに一目でわかります。

【学級での取り組みのアイデア】
アイデア３：歓迎の仕方を学級のみんなで考える
　子どもを初めて在籍学級に迎え入れるとき、学級全体で歓迎ができるようにしましょう。
学級の子どもたち自身から歓迎のアイデアを出してもらうのも効果的です。
　例えば、以下のような歓迎の例はどうでしょうか。
　■ 子どもの母語での挨拶に全員でチャレンジする
　■ ことばを使わずにできる簡単なゲームなどで楽しむ
　■ これまでの学校行事や学級活動の写真・動画を見せる
　■ この学級を教える先生たちを写真で紹介する

アイデア４：子どもの得意なことや好きなことを聞く
　最初に在籍学級に迎え入れた時、自動翻訳機を使って「○○さんの好きなもの・好きな
こと、得意なことを教えてください」と聞いてみましょう。学級の中に同じものが好きな
子どもがいたら、それがコミュニケーションの第一歩になるかもしれません。

学級の子どもたちに協力してもらおう！
みんなもその子のことが知りたいですよね。
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アイデア５：子どもの知っていることばで発話する機会を設ける
　みんなが聞いてくれる環境があれば、子どもは自分が知っている語彙や学んだ表現を
使ってコミュニケーションすることができます。その子どもが話せるトピックや、使える
ことばを日本語教室担当教員と相談して、子どもが学級で発言したり、学級の子ども同士
でやり取りしたりする機会をつくっていきましょう。

事例②　子どもの得意な「バスケット」を活用

　ケン君は小学校６年生の後半で来日しました。小学校卒業までに十分な日本語学習の時間が取

れず、小学校の先生たちは心配していました。でも、ケン君は中学校では得意なバスケット部に

入部し、活躍するようになりました。部活の仲間と一緒に練習をするなかで、ケン君はどんどん

日本語を吸収し、使うことができるようになっていきました。

事例③　クラスのみんなで「通訳」！

　ホセさんは小学校３年生です。約半年前に来日し、今は１日２～３時間日本語教室で日本語を

勉強して、その後は在籍学級で過ごします。在籍学級にはたくさんの友達がいます。

　ホセさんの学級では、帰りの会で「今日、楽しかったこと」を発表する時間があります。発表

したいときは手を挙げるのですが、ホセさんも積極的に「はい、はい」と手を挙げます。指名さ

れるとホセさんは「きょう、５時、ずこう、＊＊で、〇〇して、…」と少し不明瞭ですが、自分

が知っている日本語を何とか駆使して一生懸命話します。ホセさんが話し終わると、他の子ども

たちが手を挙げて、「今、ホセさんは『ずこう』って言ったから『図工で絵を書いて楽しかった』って

言いたかったと思う」「多分、ホセさんが言いたかったのは、いろいろな色を使ったことじゃない？」

「ホセさんは、図工の後のゴミ掃除を頑張っていたね」など、それぞれホセさんの発言の内容を補

おうとしていました。ホセさんはニコニコ頷きながら聞いています。みんなが「ホセさんの言い

たいことは何だろう？」と考えてくれることが、ホセさんはとても嬉しいようです。

事例①　子どもの得意な「歌」を活用

　ヘミさんは小学校３年生のときに韓国から日本の学校に来ました。担任の先生は「ヘミさんは

歌がとても上手です。ヘミさんに韓国の歌を教えてもらいましょう。」と紹介し、ヘミさんが美

しい声で韓国の童謡（兎と切り株のお話の歌）を歌ってくれました。学級の子どもたちは、単語

の意味はわからなくても、歌詞とメロディーを耳で覚えてみんなでヘミさんと一緒に歌いました。

それをきっかけに、みんな一生懸命に身振り手振りを交えてヘミさんに質問したり話したりしま

した。

子どもが「話したい、伝えたい」と思うことが、
まずは大事なんですね。それをクラスで共有でき
るといいですね。
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在籍学級の学習活動に参加するための環境づくり
　日本語の理解がまだ限られていると、「学級での教科学習参加は難しい」「ことばがわか
らないのに授業を受けさせるのは、子どもがかわいそうだ」と考えられる傾向があります。
　しかし、子どもの日本語の力と、認知的発達段階は同じではありません。日本語を学び
始めたばかりでも、適切な支援を受けられる環境があれば教科の学習に参加し、その内容
の本質的な部分や面白さに触れることは可能です。自動翻訳機を活用することはもちろん、
非言語情報を含む様々な手段を使うことで、子どもは少しずつ学習にアプローチできます。
　在籍学級の授業に参加するからこそ学べる内容があるという意識をもち、「どうすれば
その子どもが学習内容にアプローチできるか」という視点で授業の活動を考えましょう。

１．子どもが表現する方法を広げる
　子どもが自分の考えを表現するときに、母語・日本語・絵・ジェスチャーや指差しなど、
何を使ってもよいとすると、子どもがもっている考えをより豊かに引き出すことができま
す。自動翻訳機の使用や、支援助手のサポートも積極的に取り入れていきましょう。その
子どもが自分の考えを表出してから、日本語で対話を行い、最終的に日本語でまとめられ
るように支援します。

事例④　タブレットの自動翻訳を活用

　小学校６年生の担任、タナカ先生のクラスには、外国につながりをもつ児童が複数在籍してい

ます。日本語教室に通級していない子どもがほとんどですが、やはり教科書のことばや表現がす

べて理解できるわけではありません。タナカ先生は子どもに授業でわからないことばがあったと

きは自分でタブレットの自動翻訳を使うようにと言っています。子どもは教科書のことばの翻訳

だけではなく、自分で表現したいことを日本語でどのように言うのかも調べることがあります。

タブレットを活用することで子どもたちは母語の力も使いながら、授業の活動に参加することが

できるようになりました。

もっと深めたい先生へ

子どもが「あ、わかった！」「わあ、面白い！」と
感じたことを、いろいろな方法で伝えられるよう
にしておくといいですよね。
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事例⑤　母語を使って理解を確認

　小学校３年国語科「三年とうげ」の単元を在籍学級で学習中のマルコさん（ブラジル出身、編

入して５か月）に、「どんなお話でしたか？」と物語の内容を日本語で話してもらいました。

　　�「おじいさんが、山が、やってるが、おじいさんが、ごはんが、suco（ジュース）が、para 

noite（夜になったから）帰ろう、帰ろうって言ってる、はやく、ころんだ、だめ、30メートルが、

３かい、いた、いた、いたーい、おじいさん、まって、おばあさん、ともだち来て、…（教

科書の挿し絵を指して話す）」（※ところどころポルトガル語が含まれる）

　その後で、母語のポルトガル語でも物語の内容を話してもらいました。

　　�「山に登って、何メートルかわからない、ごはんを食べて、ジュースを飲んで、景色を見てた。

暗くなったからおうちに戻りたかったけど、あわてて行って、走って転んじゃって、おばあ

さんを呼んで、友達を呼んで、３回転んで……」（※録音して日本語に翻訳）

　母語で確認すると、在籍学級での授業を通して、物語のあらすじがある程度理解できているこ

とが確認できました。

２．活動に子ども同士の助け合い・学び合いの機会を取り入れる
　日本語を学びながら教科を学んでいる子どもは、先生や友達のことばを聞き、観察し、
意味を推測しながら考えています。内容によっては、大人数で一斉に行われる活動よりも、
グループやペアなど、少人数での活動のほうが、リラックスして自分の考えや言いたいこ
とをより表現しやすくなったり、お互いに教えやすくなったりします。このような協働学
習の形態の工夫を授業に積極的に取り入れることで、子どもたちの学び合いが促進されま
す。
　在籍学級で入り込み指導を行う教員がいる場合も、その子どもへの直接的な支援をしす
ぎてしまうと、かえって子ども同士の学び合いや助け合いの機会が少なくなってしまうこ
ともあります。子どもが自分で周りの人のことばを聞き取り推測する力、子どもたち同士
のかかわり合いのなかで発揮される力の「芽」を大切に育てていきましょう。

３．授業の内容と子どもとのつながりを創る
　日本語で書かれた教科書は、日本語学習中の子どもたちにとって読むのに時間がかかり
ます。また、内容を母語に翻訳してもそのままでは理解しにくい日本の文化背景等が含ま
れていることが多くあります。「知らないことだらけ」では、子どもが学習内容と自分と
の間に何の関連性も見いだせない可能性があります。
　その子自身が知っていること・身につけていること、好きなことや興味関心のあること、
言語文化背景等を学習や活動の内容と関連づける工夫をしてみましょう。

　例えば、まず次のようなちょっとした関連づけから始めてみてはどうでしょうか。
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ちょっとした関連づけの例

　■ 算数の文章題に出てくる語彙を、子どもがわかりやすいものに変える
　　（例：「折り鶴６羽…」ではなく「サッカーボール６こ」に変えるなど）
　■ 子どもと関連のある国や地域の事柄を積極的に学習内容に取り入れる
　■ 子どもが好きなこと・もの（スポーツ、アニメのキャラクターなど）を例にする
　■ 体育の時間に、子どもがよく知っている音楽を取り入れる（体操やダンスなど）

４．教室で教員が「いつもしている配慮」を意識的に使う
　先生方はすでに日頃の授業で様々な配慮を行っているでしょう。その配慮を、子どもの
視点から、より意識的に行うようにするだけでも、日本語母語話者の児童生徒を含め、教
科学習につまずきがちなすべての子どもにとってわかりやすい授業になります。

先生方がいつもしている配慮の例

　■ キーワードを初めに提示する
　■ 教材や板書に視覚的な工夫を施す（色分け、しるし、図など）
　■ 難しい漢字にルビを振る
　■ 動作を交えて話す
　■ 大事な部分ははっきりと発音し、繰り返す
　■ 指で該当部分を指し示しながら話す
　■ わかりやすい表現に言い換える
　■ 最後にもう一度、主要概念や重要な用語のまとめと意味の確認を行う

何が結びつけられるか、
いろいろ試してみると
いいですね。

授業で使っているプリント、
見直してみよう！

これ、教室でよくすることばかり。これを
もっと意識的に使ってみようかな。

事例⑥　英語の授業で活躍

　中学校で英語を教えているカトウ先生は、授業中、外国につながりをもつ生徒のなかで英語が

得意な生徒が活躍できる場を積極的に作っています。日本語母語話者の生徒のなかに「英語に興

味がある」「英語での会話にチャレンジしたい」と思っている生徒はたくさんいるので、この会話

交流はとてもいい機会になっています。外国につながりをもつ生徒も、英語が母語ではない場合

がほとんどですが「自分の得意なことが発揮できる場」を楽しんでいます。
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事例⑦　板書の工夫　－簡潔な内容と色分け－

　小学校３年生担任のヨシダ先生の学級には外国につながりをもつ児童が５人います。それぞれ

出身、母語、日本語習得状況も異なりますが、一緒に在籍学級で勉強しています。ヨシダ先生が

観察していると、その５人は板書をノートに書くのに時間がかかり、やってほしい活動になかな

か移れないことがわかりました。そこで板書する内容をできるだけ簡潔にし、「必ずノートに書く

こと」と「時間があればノートに書くこと」を色分けして示すようにしました。

　ヨシダ先生は「子どもがノートに書いていても『勉強している』とは言えないですね。単に写

しているだけかもしれません。日本語学習中の子どもはノートを書くだけでもとても負担がかか

りますから、その負担を少し軽減して、一緒に勉強できる活動時間を増やしたいと思っています。」

と言っています。

「ちょっとした…」「いつもしている…」
なるほど、何か特別なサポートが必要なのかなと
思っていたけど、これまで自分がやってきたこと
の延長線上、と考えればいいですね。
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指導や支援の体制づくり　－日本語教室や、子どもの周囲のリソースの活用－
　多様な言語文化背景をもつ子どもの教育は、様々な関係者の連携のなかで行うことが求
められます。日本語を学習中の子どもの指導も、日本語教室の先生にお任せするのではな
く、また担任の先生が一人で抱え込むのでもなく、関連する先生方がみんなで考えていく
必要があります。在籍学級と日本語教室がどのようにタッグを組んでいくか、また地域社
会や子どもの周囲にあるリソースをどのように活用していくか、一緒にアイデアを出し合
いましょう。

１．日本語教室での指導時間をどのように決めるか
　子どもにとっての学習の基盤は在籍学級での学習活動です。その学習に参加するための
支援を受けられる機会として、日本語教室での指導があります。
　日本語教室での指導をどのくらいの時間数実施するかは、「いつ、どのタイミングで、
何を個別に指導すると子どもの在籍学級での活動に有効か」を基準に検討する必要があり
ます。その子どもの日本語のレベルだけが基準にはなりません。例えば、普段は在籍学級
で学んでいても、ある単元の学習の時は復習を手厚くするために個別指導の時間を増やし、
次の単元ではまた在籍学級で学ぶ、ということも可能です。
　「日本語支援なしで在籍学級で学習できるのはいつなのか」と考えがちですが、実際は
日本語習得が進んでも支援が必要となるタイミングは何度もあります。子どもにその時点
で何が必要かを把握して「いつ日本語教室での指導を活用するか」を考えていきましょう。
　「特別の教育課程」では、年間10時間～ 280時間が標準とされていますので、日本語教
室に定期的に通級する必要がなくなったとしても、以下のように、一時的に日本語教室で
指導をすることも可能です。

一時的な日本語教室での指導や支援の例

■　先行学習
　　ある単元で支援の必要性が予想できるときに限り、一時的に日本語教室で、単元が始

まる前にキーワードや概念などを学習します。ある程度学習内容の見通しがつくだけ
でも、在籍学級で少し余裕をもって取り組むことができます。

■　定期試験前の確認
　　普段は在籍学級での学習に参加している子どもでも、中学校等の定期試験の前にまと

めや復習の時間を日本語教室で取り、教室では聞けなかった質問を受け付けることも
できます。

さらに極めたい先生へ
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■　学校行事・課外活動の参加前の確認
　　学校外での活動、宿泊を伴う活動などに参加する際は、在籍学級でも事前準備が行わ

れます。初めてそのような活動に参加する場合、子どもたちが知っていることは教員
側の想像以上に少ないことが予想されます。何の目的でどのようなことをするのか、
持ち物は何か、配慮すべきことがあるかなど、事前に時間を取って個別に説明しましょ
う。

■　進路指導時の説明
　　特に高校進学のための情報については、自国での進学方法との違いもあるため、こち

らが「当たり前」と思っている内容でも、丁寧に説明する必要があります。学校や学
級で全体に説明を行うだけではなく、本人の疑問や希望などをじっくり聞く時間を個
別に取りましょう。

２．在籍学級と日本語教室がどのようにタッグを組むか
　子どもの支援は在籍学級と日本語教室が両輪となって進めます。そのためには先生同士
が子どもの成長をともに支えていく「共同責任者」になることが必要になります。
　日本語教室で行われている指導の内容や方法が、在籍学級での学習とかけ離れていては、
子どもは異なる内容を時間ごとに断片的に学ぶことになってしまい、かえって負担が大き
くなる可能性があります。日本語教室で学習することで「在籍学級の学習への不参加を補っ
てあまりある内容」が学べるようにしましょう。
　そのためには、単に学習内容の連絡と報告をするだけではなく、学級担任と日本語教室
担当教員とで協働し、「在籍学級で何をするか」「日本語教室で何を、何のためにサポート
するか」など、「支援の内容を一緒に考え、試行錯誤し、最善策を検討する」ことが求め
られます。互いが協働できる体制づくりも重要な一歩となります。

そうですよー。ぜひ一緒に相談しましょう。

日本語教室では日本語の勉強だけじゃないんですね。
いろいろ柔軟に考えてみます！

強力なタッグを組みましょう！
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３．子どもがもっているリソースを活用した「学びの広がり」を考える
　子どもは「与えられた知識や情報を受け身的に頭に蓄えていく」のではなく、「子ども
自身が主体的に知識を構成していく」ことによって学んでいきます。例えば子どもが「自
分の知っていること」と「新たに入ってきた情報」とのつながりを見つけ、それを納得し
て「自分ごと化」できたときや、自分一人で何かをできるようになったとき、学びが広がっ
ていきます。
　学習内容の導入を考えるときに、子どもがもっているリソース（子どもの言語文化背景、
経験、興味関心、強みなど）の活用を意識すると、新しい知識と子どもとのつながりがス
ムーズに進みます。

　例えば、外国につながりをもつ子どものリソースには以下のようなものがあります。

・言語背景：子どもの母語（得意なことば）、自分のルーツのことば、日本語
・文化背景：家庭の文化、子どものルーツの文化、日本の文化
・興味関心：子どもが好きなもの、興味があるもの
・得意・強み：子どもが得意とすること、子どもの「よさ」
・感情・考え：子どもの気持ち、思い、考え方、価値観、信じていること
・学習経験：出身国・地域で学んだこと、日本の学校で経験したこと、在籍学級で学んだこと
・生活体験：家庭や地域で経験したこと

事例⑧　教室の配置・机の配置の工夫

　ある小学校では、日本語教室がほとんど他の児童が通ることのない隅っこに設置されていまし

た。それを、多くの児童が行き交う場所の教室に変更したところ、児童や教員が日本語教室での

学習の様子や学習成果の掲示物などを日常的に目にするようになりました。そして、外国につなが

りをもつ子どもたちの日頃の頑張りがわかるようになり、教員間で話題になることが増えました。

　また、ある中学校では、日本語教室担当教員の机を職員室の中心に配置しました。すると、日

本語教室の先生と他の先生方が、ちょっとした空き時間で情報共有しやすくなりました。

日本語教室での子どもの様子を聞くこと
から始めようかな。
２つの教室で何ができるか、ニホンゴ先
生とアイデアを出し合ってみよう！
































































